
水産物輸出の現状と 
浜の女性応援隊の活動について 

 

 北海道水産林務部水産経営課 山口 知子  

海外の日本食レストランの数（農水省推計) 
 

     
  2010年         2017年 
    約3万店        約11.8万店 

世界の一人当たり魚介類消費量の動向 
 (粗食料ベース） 

  2010年 2013年 2017年 

①アジア 10,000 27,000 69,300 

②北米 14,000 17,000 25,300 

③欧州 2,500 5,500 12,200 

④中南米 1,500 2,900 4,600 

⑤ｵｾｱﾆｱ 1,000 700 2400 

⑥ロシア 1,000 1,200 2,400 

⑦中東 100 250 950 

⑧アフリカ 50 150 350 

計 30,150 54,700 117,500 

世界的には上昇傾向で、 
特に中国が急激に増加 

日本の消費量は、高水準では
あるが、消費は漸減傾向 

3.9倍 

 
世界の健康志向、和食の無形文化遺産登
録など、日本食にとっては追い風の状況 

 

道内港からの水産物・水産加工品の輸出状況(1) 
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道内港からの水産物・水産加工品の輸出状況(2) 

品目別輸出数量（２０１７） 品目別輸出金額（２０１７） 

      主要３魚種で全体の９割を占める 
 
 
   
 
 
  

ホタテガイ 
活・生鮮・冷蔵         １６億円 
冷凍（殻付、玉冷）     ２８３億円 
調整品（干貝柱など）ほか  ２７億円 
 計              ３２６億円      

サケ・マス  
冷凍        ４６億円 
冷凍フィレ   ０．７億円 
調整品       ０．３億円 
 計        ４７億円      

ナマコ 
調整品（乾燥）       ３３億円 
調整品（その他）   ８１億円 
その他            ０億円 
 計          １１４億円      

ホタテ 
ホタテ 

ナマコ 

サケ・マス 

サケ・マス 



日本全国からのホタテガイ輸出状況 

～ 昔から世界商材として、干貝柱を中心に輸出 ～ 

近年、冷凍の輸出が急増 
活・生鮮・冷蔵の輸出も増加 

道産ホタテの輸出金額の推計 
 

201６年 道外港 2６４億円 
（道推計）     

輸出先国も様変わり 
 

 世界の工場 中国、ベトナムが台頭 
 フランスは、日本産ホタテ製品からの貝毒検出に 
 よる禁輸措置（1990～2002）を受けている間        
 に、安価な南米産に市場を奪われた。 

574 610 

786 769 

643 

1988 2014 2017 
①香港 54  ①アメリカ 147  ①中国 251  
②フランス 36  ②香港 142  ②香港 155  
③アメリカ 19  ③中国 140  ③アメリカ 67  
④台湾 18  ④ベトナム 75  ④台湾 52  
⑤シンガポール 2  ⑤台湾 40  ⑤韓国 36  
 中国 0  ⑦シンガポール 13  ⑥シンガポール 16  
 ベトナム 0  ⑭フランス 2  ⑧ベトナム 15  
       ⑭フランス 3  
総計 132  総計 610  総計 643  

道内のサケ生産と道内港からの輸出推移 

Ｈ１４年から輸出が急増 

近年は漁獲減少に伴い輸出も減少 

   Ｈ２９ 輸出額 
① 中国    ２１億円 
② ベトナム １３億円 
③ タイ    １０億円 

北海道食の輸出拡大戦略    H28.2 

●経済成長が著しい東南アジア、東アジアへの輸出拡大 
  対象魚種：資源が増加傾向にあるブリ、サバ、イワシ、 
       秋サケ加工品、鮮魚 

  対 象 国：シンガポール、タイ、マレーシア、ベトナム、 
       台湾、香港、中国等 

 
●輸出が堅調なＥＵへのホタテについて、輸出の拡大を目指す 
  市場調査やＰＲの実施 

      
 
 

道輸出品目、輸出国の拡大～新たな魚種の可能性～ 

 



 浜の女性応援隊(ハマドンナ)  

漁村における女性の役割は、とても大きい 
・陸上作業、海上作業などの漁業従事者 
・加工や販売 
・女性部活動や地域振興 
・家事、育児、介護 

・漁業における女性対策って、あまりないような‥ 
・なぜ、農業女性ほど注目されないの？？ 
 
・女性たちは、どんなことを望んでいるのかな？ 
 やりたいこと？将来展望？？ 

それなのに‥ 

取組のきっかけ 
女性の「チカラ」で浜を元気にしたい！ 

平成２７年６月 浜の女性応援隊 
          ハマドンナを組織 
   
メンバー  水産林務部水産局、振興局女性職員が中心 
         Ｈ３０．４現在 ５２名（女性３９名、男性１３名）  
  
取 組   ①イベントなどのお手伝い 
       ②勉強会などの開催 
         ③研修会の開催  
       ④活動内容の情報発信  
 
赤レンガチャレンジ事業： 
  「漁村（はま）をささえる女性活動応援事業」 
  で実施  

ハマドンナ キャラクター 鮭の人魚 Ｋｅiちゃん 

私たちが取り組みたいこと 

収入アップ 
きっかけ作りや橋渡し 

人材育成 
ネットワーク作り 

存在感を高める 
情報発信 

・加工や販売などの 
  取組支援 
・チャレンジしたい人が 
 気軽に相談できる窓口 

・経営力向上やビジネス 
  発展につながる研修 
・女性漁業者の 
  ネットワーク作り 
・異業種交流 

・活躍する女性漁業者や 
  その取組を広く発信 
 
・女性漁業者にスポットを 

浜を明るく元気に！ 

私たちの取組 
①イベントなどのお手伝い 
ふれあい鍋 
H29.4.23(土)、H29.10.8(土) 
石狩湾漁協厚田地区女性部 
・  4月 あんこう鍋 
・10月 いくらとごはん、さけ鍋販売 

 



 
石狩湾の自然の恵みにありがとう！ 
海がある限り 漁業の未来は輝いてます！！ 
救命胴衣着用し今日も元気でいってらっしゃい！ 
安全操業祈ってます 
 

Ｈ２８～Ｈ２９ 
石狩湾漁協厚田地区女性部による漁港胸壁ペイント  
漁港を明るく元気に地域振興を図りたい！ H29.8.4 

浜の女性応援隊（ハマドンナ）勉強会 

②勉強会の開催 

 
テーマ 女性の意識改革 
～浜の女性のために私たちができること～ 
 
講師 社会保険労務士 今野知可子さん 

 
ハマドンナ×カゴメ㈱共同企画 
Ｈ２８．９．１（木）道産子トマトパッツァ講習会 

③研修会の開催 

 
カゴメ「基本のトマソース」でトマトパッツァに挑戦！ 

③研修会の開催 
Ｈ３０．１.１７（水） 
女性漁業士と漁業士会役員 
＋浜の女性応援隊合同研修会 

講演 
「津軽海峡マグロ女子会の取組」 
 ～広域連携で生き残る地域を造る～ 
津軽海峡マグロ女子会 北海道道側代表 杉本夏子さん 



女性漁業士 

① 地域振興や担い手育成・確保に女性の視点を導入 
  ・女性漁業者にとって魅力のある漁業・漁村の形成 
② 漁協女性部や振興局・指導所との連携強化 
  ・道職員と連携した活動や情報交換の活性化 
③ 漁村女性リーダーの資質向上 
  ・女性漁業者が参画・活躍しやすい環境の形成 
  

１ 女性漁業士数の推移 
H7 H10 H15 H20 H25 H27 H29 

3 16 21 20 17 13 12 

・目標数 ２４名(指導所本・支所 1名）  
・現女性漁業士から確保対策の要請（H29.1) 
・認定期間を5年延長 定年を６５歳→７０歳へ 
 ２ 女性漁業士登用のメリット 

女性漁業士の活動 
Ｈ３０．１.２０（土） 
北海道女性漁業士おさかな料理教室 
  札幌市立大通高等学校 

 講師 
  根室地区 羅臼漁協  指導漁業士  田中   郁子さん 
    日高地区 えりも漁協   指導漁業士  川﨑   尚子さん 
    石狩地区 石狩湾漁協 指導漁業士 中井寿美子さん 

 女 性 漁 業 者 の 現 状 

２ 漁協組合員に占める女性の割合 
  ・正組合員に占める女性の割合は３．０％（Ｈ２６） 
    ・准組合員に占める女性の割合は１６．７％（Ｈ２６） 

１ 漁業就業者に占める女性の割合 
  ・漁業就業者（海上作業に１年間で３０日以上従事した者） 
    の割合は１１．７％（Ｈ２５）  

  H25 H26 

正組合員数 16,493  16,195  
うち女性 491  483  

女性の割合 3.0% 3.0% 

准組合員数 1,425  1,509  
うち女性 266  252  

女性の割合 18.7% 16.7% 

計 17,918  17,704  
うち女性 757  735  

女性の割合 4.2% 4.2% 

３ 北海道指導漁業士（女性）の推移 
  ・北海道指導漁業士（女性）はＨ７年度より認定 
    

Ｈ７ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５ Ｈ２７ 

3 16 21 20 17 13 

漁業・漁村における女性の労働状況等に関するアンケート結果から 
                                                            （抜粋） 
         調査時期：平成２７年２月 
   調査方法：ＪＦ全道漁協女性部研修大会において、実施 
     調査対象：上記研修大会に出席したＪＦ漁協女性部員４３１人 
   回  収  率：９３．３％ 

１  漁ろう作業を行う上で、苦労していること、不便に思っていること  
  「体力的にキツイ」が４９．０％で最も多く、 
  次いで「休みが定まっていない」４０．３％、 
  「寒くて冷える」３５．２％、「漁獲物、道具が 
  重たい」となっており、体力面での苦労や、 
  休みや労働時間の長さに対する苦労が伺 
  える。  （複数回答可 無回答除く Ｎ＝２５３） 

２   漁業・漁村において女性が携わることとして広げていく分野  
  「食育などの魚食普及活動」６２．９％、「植 
  樹などの環境活動」５６．４％と女性部活動 
  の内容が多く、次いで「加工分野」３５．５％、 
  「販売分野」３１．９％となっている。 
    （複数回答可 無回答除く Ｎ＝３０７） 

３  女性が参画しやすい環境を整えるうえで必要なこと  
  「家族間の協力」５５．８％、「労働の省力化 
  など肉体的な負担軽減」３８．２％、「家事・ 
  育児・介護等の負担軽減」３７．５％、「女性 
  意識改革」２９．８％となっている。 
    （複数回答可 無回答除く Ｎ＝２８５） 

４  自由記入欄に記載された主な意見  
  主な意見として、「女性への配慮や理解を求めるもの」４件、「女性部活動への理解や協力などに関すること」４件、 
  「家事への協力など家庭生活の改善を求めるもの」３件、「意識改革に関すること」３件、「機械化などの作業改善 
  や漁労作業の苦労」などに関すること３件の記載があった。  
    ・夫と乗船し、家に帰ってきても女性は家事があり男女差を感じる。・浜の女性はこうあるべきという固定概念 
     からの解放、・農業に比べ機械化が非常に遅れていると感じる。・休みを多くしたい   など  

  H15 H20 H25 

漁業就業者数 29,890  33,568  29,652  
うち女性 4,423  4,706  3,466  

女性の割合 14.8% 14.0% 11.7% 

（漁業センサス） 



課題 
これから‥ 

自分の思いを行動に起こそう 
行動を起こすためには「知る」こと 
そして実際に「行動」しよう 

女性が実のある活動をするために 

みなさんとともに活動したい‥ 

よろしくお願いします！ 


